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大 学 名 神戸市外国語大学 担 当 教 員 氏 名 並河 葉子 教授 

開 講 期 間 後期（9/25～2/9） 開 講 曜 日 ・ 時 間 月曜 6 限（17:50  ～19:20 ） 
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授 業 形 態 対面 

授 業 方 法 講義 

学 習 目 標  

授 業 概 要 
ヨーロッパの近代が形成される 16 世紀以後、国家を超えた統合を目指す 20 世紀後半以後の

EU 設立までの動きを検証し、近代の国際関係の基礎となってきた「ナショナリズム」をヨー

ロッパは今後どうとらえようとしているのか考える。 

授 業 時 間 学 習 

以外の学習（準備

学 習 含 む ） 

関連図書として示す文献などについて、目を通すこと。 

積極的に関連内容について自習を進めること。 

授業内容について事後に復習すること。 

授 業 計 画 

1 ガイダンス 

2 ヨーロッパの多様性：家族システムの多様性 

3 識字率の推移 

4 家族システムと人口動態 

5 ヨーロッパ近代社会の特色 ① 近代的諸概念の生成 

6 ヨーロッパ近代社会の特色 ② 大衆消費社会 

7 非ヨーロッパ世界とのかかわり 

8 ジェンダー、クラス、人種 

9 世俗化、自由主義 

10 社会保障の多様性と家族 

11 福祉国家が成立するまで 

12 福祉国家の成立 

13 大衆教育の時代 

14 まとめ 

15 試験 

評 価 方 法 試験によって評価する。 

教 科 書  

指 定 図 書  

特 記 事 項 
ヨーロッパ地域論入門と合わせて履修することが望ましい 

授業の進度によって内容が変更される場合があります。 

 


